第２期後期テーマの論点（行政）

１　市長・行政・職員の責務

　　市長の責務とは　　誰に対して責任を負うのか

　　　　　　　　　　　市民全体に負うのか・・議会に対してか

　　　　　　　　　　　行政委員会の委員の任命責任

行政の責務とは　　行政の最高責任者は市長及び行政委員会だが

　　　　　　　　　　　行政のコンプライアンスをどう見るか

　　職員の責務　　　　市の内部組織として市長（上司）の方を向くのか

　　　　　　　　　　　それとも市民の目線で考え行動するのか

２　総合計画

　　総合計画策定への市民参加は

　　変化に対してのチェックは誰がするのか

３　財政の在り方

　　分権時代の中で財政自主権の確立をどう考えるか

　　予算編成の関する市民参加をどう考えるか

　　予算執行をどうチェックするのか

　　最小の経費で最大の効果を上げるための財政運営とは

４　法務の在り方（自主解釈権を含む）

　　コンプライアンスの考え方

　　法の自主解釈権・・法に書いてないことはできるのか

　　　　　　　　　　　市民の立場に立った法解釈とは

５　政策評価をどうするか

　　政策評価を誰が行うのか。市民が行う場合の情報公開は

　　　　　　　　　　　　　　行政の説明責任とは

　　議会だけがチェックするのでいいのか

６　外部監査・オンブズマン制度

　　監査委員は政策監査も行うのか

　　外部監査は専門家だけではなく市民も参加できる制度は

　　オンブズマン制度を導入すべきか

７　附属機関の在り方

　　審議会等の公開はどうするか

　　審議会等への市民の参加をどのようにするか

　　委員については男女平等をどう活かすのか

　　審議会等の答申を行政がどう活かすのか

８　第３セクターの在り方

　　市の出資法人の在り方について

　　市の補助団体をどうチェックするのか

　　　　　　　　　　　　　
